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P I C K   U P！！ 審議された議案の一部を解説

令和６年 第３回 定例会の概要

　令和６年第３回定例会は、９月３日から１０月２日までの３０日間の会期で開催し、合計３０件の
市長提出議案及び議会提出案件を審議しました。（提出議案等の一覧は８ページに掲載）　なお、
各会派の主な質疑・質問は４〜５ページに抜粋して掲載しています。

０２
議案第５０号　柏原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正について

原案可決

児童手当の所得制限が撤廃され、
支給期間が高校生年代まで延長されます

　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律により児童手当法が一部改正されます。
　この改正では、所得制限の撤廃や高校生年代までの支給期間の延長などが盛り込まれていることから、関連する
本市の条例（個人番号の独自利用事務等にかかるもの）の改正を行うものです。

▶︎条例施行期日　令和６年１０月１日
▶︎詳しい内容は、右の２次元コードからご確認できます。

０１ 議案第５３号　令和６年度柏原市一般会計補正予算（第３号）

一般会計補正予算（第３号）の一部を紹介します

原案可決

▶デマンドタクシー運行業務委託料　　３０２万４千円
交通空白地である堅上地区において、デマンドタクシー運行の社会実験を実施するもの。
※デマンドタクシー…利用者の希望時間、乗車場所の要望（デマンド）に応じた「予約制の乗合タクシー」

▶地域子育て支援センター事業　　１００万円
スキップ KIDS における遊具の充実と未就学児向けの運動遊びイベントを開催するもの。
※公益財団法人から交付される子ども活動支援金を活用

▶玉手山公園維持管理費　　３，２８０万円
玉手山公園 歴史の丘トイレの改修工事を行うもの。

子育て支援課  WEB ページ
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０３ 議案第５８号　財産の取得（追認）について

議案第 58 号に対する附帯決議を提出し可決しました

原案可決

　柏原市では、予定価格 2,000 万円以上の財産の購入にあたっては、議会の議決が必要と条例で定めてお
ります。しかし、令和 6 年 4 月、教育委員会において、小学校教科用図書改定に伴う「小学校教師用指導書」（取
得金額 2,890 万 80 円）の購入につき、予定価格が 2 千万円を超えるにもかかわらず、議会の議決を経るこ
となく、契約手続きを行い購入していたことが判明しました。その対応として、当該契約をさかのぼって有効
なものとするべく、今定例会において当該契約についての追認を求める議案が市長から提出されました。
　本来であれば契約・購入前に議会の審議を受けるはずであった当該契約については、市側の組織的なチェッ
ク体制に問題があったことにより議決の確認を見過ごしたと言わざるを得ず、非常に残念なことです。
　柏原市議会としては今後、二度とこのような事態が起こらないよう求めるため、下記の附帯決議を全会一
致で提出し、議決するに至りました。

Q

　地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例の規定に基づき行う、財産の取

得に関する議会の議決は、地方公共団体が財

産を取得するための不可欠な前提条件である。

しかし、今回の議会に追認の議決を求めて議

案を提出されたことは、議会の持つ「議決権」

を看過した、深刻な法令違反であるとともに、

民主的なプロセスを踏まえない、議会制度そ

のものを軽視した行為であり、決して許される

ものではない。

　現代の行政において、法令遵守は当然の責

務であるにもかかわらず、今回の事案が発生

したことは重大であり、理事者には深い反省を

求める。

議案第５８号 財産の取得（追認）について に対する附帯決議

A

決議・附帯決議とは ？？

「決議」は、議会が行う事実上の意思決定行為です。「附帯決議」は、議会または委員会における審議の対象であ
る事件の議決にあたって、その事件につけられる議会の意見や要望の決議のことをいいます。

附　帯　決　議附　帯　決　議附　帯　決　議

　また、柏原市議会としては、法令に違反して

財産を取得した現状を決して容認できないが、

苦渋の選択として今回の追認の議案を認めざ

るを得ない状況である。

　よって、これが最後の違法事案となるよう、

今後は本市の契約業務を徹底的かつ早急に見

直し、二度と同様の問題が発生しないよう強く

要求する。

　以上、決議する。

　令和６年１０月２日

　　　　　　　　　　　大阪府柏原市議会

本決議案が可決された様子
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問　
柏
原
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
方
策
を
取
っ
て
い
く
の
か
考
え
を
問
う
。

答　
少
子
化
対
策
に
直
結
す
る
施
策
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
施
策
や
都
市

基
盤
の
整
備
、
防
災
施
策
等
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
も
の
の
、
依
然
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
特
に
結
婚
支
援
、
子
育
て
支
援
、
就
労

支
援
、
移
住
・
定
住
等
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
施
策

を
連
携
さ
せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
と
し
て
、
結
婚
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
問
う
。

答　
こ
ど
も
家
庭
庁
公
表
の
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
15
～
39
歳

の
未
婚
者
の
う
ち
６
割
が
結
婚
し
た
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
で

は
、
交
付
金
に
少
子
化
対
策
や
結
婚
支
援
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
少
子
化
対
策
を
連
動
的
に
実
施
す
る
組
織
を
設
け
る
考
え
を
問
う
。

答　
部
署
を
横
断
す
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
時
代
や
状
況
に
応
じ
た

組
織
面
の
シ
フ
ト
を
含
め
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
結
婚
は
本
人
の
自
由
で
あ

る
が
、
20
代
～
34
歳
の
若
年
層
で
は

「
出
会
い
が
な
い
」「
恋
愛
や
結
婚
に

不
安
が
あ
る
」
と
い
っ
た
不
本
意
未

婚
が
4
割
に
上
る
そ
う
な
の
で
、
そ

こ
に
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
子
育

て
支
援
と
併
せ
て
結
婚
応
援
に
対
応

す
る
専
門
部
署
の
設
置
を
要
望
す
る
。

議案・一般に対する質疑質問から

問　
小
中
学
校
で
の
、
エ
ア
コ
ン
設
置
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

答　
令
和
元
年
度
ま
で
に
全
て
の
普
通
教
室
へ
の
設
置
が
完
了
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
か
ら
は
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
設
置
を
優
先
的

に
進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
で
全
て
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
空
調
設

備
の
設
置
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
小
・
中
学
校
に
通
う
生
徒
及
び
保
護
者
か
ら
は
、「
美
術
室
に
エ
ア
コ

ン
が
な
く
汗
で
作
品
が
汚
れ
る
」「
直
射
日
光
の
熱
気
で
作
業
に
集
中
し
に

く
い
」「
暑
す
ぎ
て
先
生
も
生
徒
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
る
」
等
の
意
見
を
聴
い
た
。

今
後
の
空
調
設
備
を
整
備
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
来
年
度
の
体
育
館
へ
の
設
置
完
了
後
、
理
科
室
や
美
術
室
等
の
特
別

教
室
へ
の
設
置
に
つ
い
て
、
学
校
か
ら
の
要
望
や
教
室
の
稼
働
率
等
を
精
査

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
た
う
え
で
、
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
空
調
設
備
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
特
別
教
室
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答　
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
児
童
・
生
徒
数
の
変
化
に
よ
っ
て
、
年
度
ご

と
に
教
室
の
利
用
形
態
が
変
わ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
小
・
中
学
校
あ

わ
せ
て
、
お
お
よ
そ
70
室
程
度
と
把
握
し
て
い
る
。

要
望　
人
口
規
模
が
同
じ
藤
井
寺

市
で
は
、
令
和
３
年
度
に
全
小
・
中

学
校
の
普
通
教
室
や
特
別
教
室
、
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
が
完

了
し
て
い
る
。
現
場
の
実
態
や
今
夏

の
暑
さ
を
鑑
み
る
と
、
特
別
教
室
へ

の
空
調
整
備
の
設
置
は
待
っ
た
な

し
で
あ
る
。
一
刻
も
早
い
設
置
を
切

に
望
む
。

特別教室への
　　　　空調設備設置は待ったなし

若者・結婚応援で
　　　　人生のスタートを柏原から

公  明  党

日本共産党
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議案・一般に対する質疑質問から

問　
恩
智
川
（
法
善
寺
）
多
目
的
遊
水
地
上
面
整
備
基
本
設
計
業
務
の
現

在
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

答　
令
和
５
年
５
月
に
契
約
を
締
結
し
、
令
和
５
年
度
・
６
年
度
の
２
か

年
に
わ
た
り
業
務
を
進
め
、
令
和
６
年
７
月
31
日
に
基
本
設
計
が
完
成
し
た
。

基
本
設
計
の
概
要
は
、
広
報
か
し
わ
ら
10
月
号
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
10
月
３
日
に
は
堅
下
合
同
会
館
に
お
い
て
、
説
明
会
を
実

施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問　
当
該
基
本
設
計
を
受
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
問
う
。

答　
現
在
、
実
施
設
計
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
基
本
設
計
で
定
め
た
内
容

に
基
づ
き
、
工
事
の
発
注
に
必
要
と
な
る
、
よ
り
詳
細
な
設
計
を
行
っ
た
う

え
で
、
令
和
７
年
度
よ
り
上
面
整
備
の
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
、
令
和
９

年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
当
該
施
設
の
上
面
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
地
域
住

民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
と
な
る
よ
う
整

備
を
お
願
い
し
て
き
て
お
り
、
10
月
３
日
に

は
基
本
設
計
に
関
す
る
説
明
会
が
、
柏
原
市

民
を
対
象
に
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
の
で
、
そ
の
場
で
出
さ
れ
た
意
見
に
は
真

摯
に
向
き
合
い
、
十
分
に
検
討
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。
ま
た
、
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
整
備
内
容
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し
、
費
用
面
の
効

果
に
つ
い
て
の
検
討
や
整
備
費
用
の
財
源
確

保
な
ど
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

問　
西
名
阪
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
会
派
と
し
て
国
土
交
通
省
や
財
務
省
に
対
し
、
設
置
に
向
け

た
要
望
活
動
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
度
、
府
内
で
初
と
な
る
新
規
準

備
段
階
調
査
着
手
箇
所
と
し
て
本
市
が
決
定
さ
れ
た
。
整
備
実
現
に
向
け
大

き
な
前
進
と
な
っ
た
が
、
今
後
の
新
規
事
業
化
ま
で
の
展
開
を
問
う
。

答　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
準
備
会
（
国
土
交
通
省
、
府
、
本
市
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
、
府
警
本
部
等
で
構
成
さ
れ
る
事
前
調
整
等
の
た
め
の

会
議
体
）
や
地
区
協
議
会
（
準
備
会
の
構
成
機
関
に
地
元
代
表
者
、
商
工
会
、

企
業
団
地
組
合
代
表
者
等
を
加
え
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の

協
議
等
を
行
う
会
議
体
）
の
開
催
を
経
て
、
実
施
計
画
書
の
策
定
・
提
出
を

行
い
、
道
路
法
や
高
速
道
路
法
に
基
づ
く
連
結
許
可
を
受
け
て
、
国
土
交
通

省
に
よ
る
新
規
事
業
化
箇
所
の
採
択
へ
と
進
む
も
の
と
な
る
。

問　
新
規
事
業
化
の
採
択
を
目
指
す
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

答　
手
続
を
着
実
に
進
め
、
一
年
後
の
採
択
を
目
指
し
て
い
く
。

要
望　
こ
の
2
年
間
、
自
民
党
本
部
の
人
脈
の
も
と
、
国
土
交
通
省
の
政

務
官
や
事
務
次
官
、
技
監
、
道
路
局
長
等
の
方
々
と
直
接
お
会
い
し
、
市
長
、

副
市
長
と
共
に
要
望
活
動
を
行
い
、
熱
意
を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
こ
う
し
て
本
市
が
新

規
準
備
段
階
調
査
箇
所
の
決

定
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
会

派
と
し
て
、
新
規
事
業
化
に

向
け
尽
力
し
た
い
と
思
う
の

で
、
取
組
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

地域住民に
　　愛される場所となる上面整備を

大阪府内初
　スマートインターチェンジ 設置へ

自由民主党・無所属の会

大阪維新の会



　決算の審査では、予算がどのように使われたのか、また、どのような成果を上げたのかなど、
今後の市における予算編成や財政運営に生かすために、チェックや評価をします。各常任委
員会での審査の一部を紹介いたします。

令和５年度
決算の
審査概要

Q

A

総務産業委員会

企業版ふるさと納税の活用について問う。
■ まちづくり応援寄附金

7 つの企業からの寄附金は、小中学校の低所得
世帯教育支援金給付事業や市民総合フェスティ
バル振興事業などの事業で活用した。

Q

A

特定空家等除却工事の費用について内容を問う。
■ 空家等対策推進事業

市内の特定空家等のうち、近隣住民や通行人に
危害を及ぼすおそれが極めて高く、緊急性が高
い 1棟について、法に基づく代執行をした除却
工事費用である。

Q

A

令和 5 年度の平和展の実施内容について問う。
■ 平和事業

核兵器の根絶と世界平和をテーマとし、広島平
和記念資料館からお借りしたパネルや市民から
寄贈された軍用品等の展示と、映画の上映を行
い、3日間で延べ390人が来場された。

Q

A

令和 5 年度の実績と、今年度の取り組みを問う。
■ 新規出店促進事業補助金

交付実績は 3 件である。広報やウェブサイト、
SNS 等での周知のほか、新規出店された事業者
を、これまで 5 件広報に掲載し、市民の方に知っ
ていただく取組を行っている。

Q

A

避難所の運営に係る費用について問う。
■ 防災対策事業

重要備蓄物資の消耗品費約 120 万円と、避難所
開設で使用した毛布のクリーニング代16万6,430
円、そして発電機・投光器各 6 基の購入費とし
て105 万 500 円を支出した。

Q

A

来園者を増やすための課題と今後の改善点を問う。
■ 竜田古道の里山公園地域活性化事業

令和 5 年度の桜のライトアップは、開花が遅れ
たため満開時期に開催できなかった。今後は、
期間を2 種類の桜の開花に合わせて見直すなど、
多くの方が訪れる事業の実施に努めたい。

厚生文教委員会

市議会だより 2024.11

Q

A

前年度より決算額が 5,700 万円増加した要因に
ついて問う。

■ 障害児通所支援等給付費

ニーズの増加に伴いサービス利用数が前年度よ
り6％程増加し、国の報酬改定等による給付費
の底上げで１人当たりの給付費が 9％程増加した
ことによるものと思われる。

Q

A

緊急通報システムの利用実績を問う。

■ 緊急通報システム業務委託料

新たに利用された件数は 135 件で、総利用件数
は 667 件となっている。

Q

A

プレハブ教室と校舎内教室において、過去 3 年
間に行った設備の修繕件数を問う。

■ 放課後児童会施設管理費

プレハブ教室およびその周辺設備の修繕が 30
件、校舎内教室およびその周辺設備の修繕は 15
件である。

Q

A

市が行ったごみ減量やリサイクル資源の有効活
用につながる取組について問う。

■ 廃棄物減量等推進事業

令和 5 年度からは使用済みペットボトルを新た
なペットボトルにする水平リサイクル、今年度か
らは家庭の廃食油を回収し、バイオ燃料にリサ
イクルする取組を行っている。

Q

A

警備の対象箇所と時間、人員の配置について問う。

■ 通学路等警備業務委託料

堅下南小学校高井田分校と国分東小学校の閉
校に伴い長距離通学となることによる危険箇所
等に、登下校時の計 5 時間、堅下南小学校区に
2 名、国分小学校区に 3 名体制で配置している。

Q

A

訪問看護ステーションにおける年間の訪問件数
と地域包括ケア病棟の病床稼働率について問う。

■ 市立柏原病院事業決算

訪問看護の年間の訪問件数は 1,189 件であり、
地域包括ケア病棟の年間の病床稼働率は40.9％
である。

▲総務産業委員会
詳細はこちら

▲厚生文教委員会
詳細はこちら
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　柏原市議会は、市役所本館５階にあり、本会議開会中は、どなたでも議会を傍聴することができます。
本会議には、年４回（３月、６月、９月、１２月）開かれる「定例会」と、必要なときに開かれる「臨時会」があります。
また、２つの常任委員会（総務産業委員会、厚生文教委員会）についても、傍聴することができます。

　議会の活動や、定例会で決まった主なことなどを市議会だよりでお知らせし
ています。市議会だよりは、定例会ごとに年４回（５月、８月、１１月、２月）と
新年号（１月）の計５回発行しています。市議会のウェブサイトで読むこともで
きます。

①本会議開会日の開会時間１０分前を目安に、市役所
北側のエレベーターを使用し、直接５階へお越しくださ
い。（議会は、通常１０時から開会します。）

②議場前には、受付がありますので、係員から傍聴券
を受け取ってください。（お帰りの際にご返却ください。）

③係員の指示に従い、傍聴席へお入りいただきます。
傍聴席は先着順で、本会議は３７席、常任委員会は１０席あります。
※写真は、議場（常任委員会は委員会室で行います。）

YouTubeのライブ配信&インターネット録画配信

　YouTube のライブ配信なら、パソコンやスマートフォンで、リアル
タイムで柏原市議会を見ることができます。また、本会議終了数日後

市議会だよりを読む

◆映像配信
ウェブサイト（録画）
※本会議のみ

市役所まで行けない、そんなときは…

に、当日の映像を YouTubeと映像配信ウェブサイトで録画配信をして
います。詳しくは右の２次元コードからご確認ください。

注意 傍聴席では、携帯電話・スマートフォンをマ
ナーモードまたは電源を切るなど、音が鳴ら
ない設定にして傍聴をお願いいたします。

議会ってど
んなとこ？

自宅やスマホで市議会が見られます

傍聴に来ませんか傍聴に来ませんか傍聴に来ませんか

　柏原市議会では、フェイスブックで議長の公務の様子などを発信しています。定例会・今後の予
定などを定期的に更新していますので、ぜひフォローしてください。また、市議会のウェブサイトには、
議案書や会議結果なども掲載しています。ぜひご確認ください。

◆ YouTube
（ライブ中継・録画）

※本会議及び常任委員会

333

222１１１

Facebook で
議会の予定
など 発 信し
ています

傍聴ってどこに行けばいいの？
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・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・討論を行った議員は「討」と表記しています。
・賛成は「○」、反対は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。
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報告第１４号
専決処分報告について

「令和６年専決第１０号　損害賠償の額の決定について」
報告 - - - - - - - - - - - - - - -

報告第１５号
専決処分報告について

「令和６年専決第１１号　令和６年度柏原市一般会計補正予算（第２号）」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１６号 令和５年度決算に基づく柏原市健全化判断比率の報告について 報告 - - - - - - - - - - - - - - -

報告第１７号 令和５年度決算に基づく柏原市資金不足比率の報告について 報告 - - - - - - - - - - - - - - -

報告第１８号 令和５年度柏原市一般会計予算の継続費精算報告について 報告 - - - - - - - - - - - - - - -

議案第４３号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４４～４７号 有功者表彰推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４８号 大阪府後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第４９号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５０号
柏原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５１号 柏原市手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５２号 柏原市国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第５３号 令和６年度柏原市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５４号 令和６年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５５号 令和６年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第２号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５６号 支払督促の訴訟への移行による訴えの提起について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５７号 令和６年度柏原市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５８号 財産の取得（追認）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 １号 令和５年度柏原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第 ２号
令和５年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第 ３号
令和５年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅
上診療所）歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ４号 令和５年度柏原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ５号
令和５年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ６号 令和５年度柏原市市立柏原病院事業決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ７号 令和５年度柏原市水道事業決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ８号 令和５年度柏原市下水道事業決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決議案第１号 議案第 58 号　財産の取得（追認）についてに対する附帯決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

令和６年第３回定例会の議決結果

放課後児童会施設に関する陳情
この陳情は、「議長預かり」となりま
した。

令和６年第４回定例会（予定）

※会議は午前１０時から始まります。※日程は変更する場合があります。

編 集 記後

　今月号から、「市議会だより」のロゴをリニュー
アルいたしました。皆さんに気軽に手に取って
読んで欲しいという思いも込めて、親しみやす
さと温かさを持たせたデザイン
です。次号は、新年１月号発行
です。ぜひご一読ください。

陳　情

月　　日 会　議　名 内　　容
１１月２６日（火） 本 会 議 議案説明
１２月１０日（火） 本 会 議 個人質疑・質問１２月１１日（水）
１２月１３日（金） 総 務 産 業 委 員 会 付託議案審査
１２月１６日（月） 厚 生 文 教 委 員 会 付託議案審査
１２月２０日（金） 本 会 議 委員長報告・採決

討
×○

討

○
討 討

×

討
×○

討

１２月
定例会

編　    集　柏原市議会広報委員会      
委  員  長 / 梅原 壽恵　　
副委員長 / 大木 留美　
委    　員 / 榊田 和之　 江村 淳　  山下 亜緯子


